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         確かな腕とあたたかな心をもち合わせる 

                              園長  原 麻弓 

 

先日、街で見かけたタクシーの車体に、こんな言葉を見つけました。 

「腕よりも心で運転する人、大募集！」 

客としてタクシーに乗る時、心遣いのある運転手さんに出会うと 

ほっこりあたたかな気持ちになりますね。確かな運転技術はもちろん不可欠ですが、 

腕もある、心もある、そんな運転手さんであれば安心して乗車することができます。 

 

 私たち教員も、様々な機会に腕を磨くための研修を受けています。今年度は特に、 

杉並区教育委員会から研究指定課題を受け、１１月１４日（金）に研究発表会を行い、公開保育と 

研究発表をします。当日の公開保育の様子と研究発表の内容は、全国の就学前教育施設や小中学校を

対象にオンデマンドでの配信も決定しています。 

 昨年度から始めているこの研究指定課題のテーマは、 

『夢中になって遊ぶ幼児の“時”を意識して  

～つくって遊ぶ場面から環境構成と援助を考える～』 です。 

 この研究指定課題の取組を通して、子どもたちの遊びの中の学びが豊かになるよう、私たち教員 

自身の保育の腕を磨いているところです。 

 保育の腕は、知識と実践力。そして何より大切にしたいのが、心です。 

  ＊子どもたちの『夢中』を共に楽しむ心 

  ＊子どもたちの小さな育ちに目を向け、喜び合う心 

  ＊子どもたちや保護者の方の小さな心配事に寄り添う心 

 確かな保育の腕を磨きながら、あたたかな心を忘れずに、 

子どもたちも保護者の皆様も地域の皆様も、安心して過ごすことができる 

下高井戸子供園にしていきます。 

 心配事がありましたら、いつでもご相談ください。そして、うれしいこと、楽しかったこと、 

子どもたちの育ちについても、保護者の皆様と共有していきたいと思っています。 

 

  ～お知らせ～ 

 

 

 

 

園 だ よ り   ６月号 
                                   杉並区立下高井戸子供園  

令和 7年度  

 

4月まで本園で勤務していた介助員の小澤留理子先生は、 

5月から杉並区立成田西子供園に異動となりました。 

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少うさぎ組    

 登園後、鞄や帽子をロッカーに掛け、手洗いをして、自分たちで身支度を進めようとしています。 

困ったことがあると教師に「手伝ってほしい」ことを言葉や態度で伝える姿も見られます。 

身支度を終えると、ままごと、ミニカー、色塗り、お面作りなど、自分の好きな遊びを見付けて遊び始

めます。広告を丸めた棒に紙テープをつけて、クルクル回していた子が「魚釣りみたい」と言い、 

釣る真似をしたので、早速魚を作って魚釣りごっこをしました。子どもたちが“やってみたい”と 

感じたことがすぐできるように、これからも援助をしていきます。 

 これから梅雨に入ります。雨が降ってもミニホールを利用して、学級で体を動かす楽しさを感じら

れるようにします。後半からは水遊び、プール遊びが始まります。水の感触や心地よさを感じながら、 

水に慣れ親しんで楽しめるようにしていきます。 

年中くま組    

空き箱や色画用紙などを使って、自分なりに作ったりかいたりすることを楽しむ姿が見られます。

気に入ったものを繰り返したくさん作る子、友達と同じものを持つことが嬉しい子、それぞれに、 

自分で作る嬉しさや作ったもので遊ぶ楽しさを感じています。「何しているの？」「やりたいな！」と教

師や友達のしていることに興味をもって、自分から関わろうとする姿が見られるようになりました。 

これから雨の日が多くなります。ホールや廊下等の環境を活用し、巧技台やマット、ボールを 

使って体を動かしたり、学級のみんなでゲームをしたりして楽しむ時間も大事にします。 

後半からは、プール遊びが始まります。水と触れ合う心地よさを味わえる 

ようにしていきます。併せて、着替えの仕方や自分の体を守ることについて 

の指導も進めていきます。 

年長ぞう組    

 新しく使えるようになった遊具（キングブロックや大型積み木など）を使って遊ぶことが嬉しい 

ぞう組。「それいいね！」「どうやって作ったの？」と友達の遊びから取り入れたり、友達と一緒に 

乗り物をつくったりする姿もあります。助け鬼やリレーなどの学級全体での活動でも、“友達と一緒に

する楽しさ”や“友達とのつながり”を感じられるようにしています。引き続き、「自分の思いを言葉

に表すこと」「友達に伝えようとすること」「相手の話を聞こうとすること」を大切にし、幼児同士で

気持ちを伝え合う場面を支えていきます。 

６月は『わくわくランド』の実施を計画しています。遠足での共通体験や日々の遊びから、友達と

一緒に“わくわくするような遊び”を考えます。自分たちでお店を作り、友達やうさぎ組さん、 

くま組さんを招き、作ったもので遊んだり、いろいろな人と関わったりする楽しさを味わえるように

します。 

6月後半には水遊び、プール遊びも始まります。水と親しみ、解放感を味わえるようにします。 

【６月の保育】 


